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委員会報告

「プ レ ス トレ ス トコ ン ク リー トの 利用性追求研 究委員会報告」

委員長　六車　　熙 （京都大学）

1 ． 委 員構 成

委員長　 ： 六車 　熙 （京都大 学）

副委員 長 ： 池 田 尚治 （横浜 国 立大学 ）

事

員

幹

委

： 山 崎 淳 （日 本大 学）

： 秋 元泰 輔 （首 都高速道路公団）

大 野義照 （大 阪大 学）

加 藤 博人 （建 設 省 建築 研 究所 ）

小 林 和夫 （大 販 工 業大 学）

中野 克彦 （東 京理 科大 学 ）

長井 健雄 （ピーエ ス コ ン ク リ
ー

ト）

林 静雄 （東 京 工 業 大学）

深 井 悟 （日 建設 計 ）

箕作 光一 （建設省 土木研 究所 ）

八 巻 一幸 （東 日 本 旅 客鉄 道〕

渡 辺 史夫 （京 都 大 学 ）

池 田 永 司 （ビ
ー

エ ス コ ン ク リ
ー

ト〕

小 篠康徳 （ピー
シ
ー橋梁）

黒田 英 二 （住 友建 設 ）

谷 垣 正 治 （三 井建 設 ）

中村
一

樹 （オ リエ ン タ ル 建設 ）

西 山峰広 （京 都大 学 ）

日 紫喜 剛啓 （鹿 島 建 設 ）

松原 正 安 （大 成建 設 ）

森山陽
一

（日本道 路 公団 ）

　 2 ． 委員会 の 設 立 と 目的

　プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ
ー

ト （以下 PC と 略 記 ） は 、 部 材 内部 に 配 置 され た PC 鋼 材 の 張 力

（部材 導入 軸 力） に よ り 、コ ン ク リ
ート が 引 張 応 力 に 殆ど抵抗 出来 な い 弱点 を 補 う と同時 に 、

PC 鋼材 の 領斜 配 置 に よ り 直 接外 力 に 抵抗 す る 優 れ た 構造 シ ス テ ム で あ る 。 す な わ ち 、 通常の

鉄筋 コ ン ク リ
ー

ト （以 下RC と 略 記 ） で は 実 現 出来 な い 大 ス パ ン 構造 や コ ン ク リ
ー

ト に 元 圧 縮 力

を 導入 す る こ と に よ る使用 状 懲 に 於け る ひ び割 れ 発生 の 抑 制 な ど を 可能 と し 、 鉄筋 コ ン ク リ ー

ト構 造 の 一
分野 と して そ の 利 用範 囲 を 大 き く拡 大 し得 る もの と 考 え ら れ る。し か し、一方 で は

帙筋 コ ン ク リ
ー ト構造 と は 異 な っ た 特殊 な 工 法 と の 見 方 を さ れ る 場 合 が あ り、 そ の 優れ た 構造

シス テ ム が 十 分 に 利用 さ れ て い な い 現状 もあ る 。 そ の 理由は 、
PC 構造 そ の もの に 問題 点 が あ

るわ け で は な く 、PC 構造 に 対 す る な じ み が 薄 く実際 に 使 用 し た こ と の ない 設 計 者 が 多 い 為 で 、

PC 技術 を身 に 付 けた 技 術者 お よ び 研 究 者に よ る 技術 啓蒙的 な 行 動 が 必 要 と 考 え られ る 。 また、

最近 で は 従 来 の コ ン ク リ
ー

ト断 面 に 圧 縮 力 を 導 入 し 引 っ 張 り に 弱 い コ ン ク リー トの 性 質 を 補 う

とい っ た PC の 本来的 な使 い 方 に 加え て 、 PC 鋼材を 構造 物の な か で の 引 っ 張 り 部 材 と し て 利

用 （斜張橋 、 ア ウ トケ ーブ ル に よ る桁お よ び ス ラ ブ の 補強 な ど ） し た り、鉄 骨 構造 お よ び鉄 骨

鉄筋 コ ン ク リー ト構造 へ の 適 用 な ど 幅 広 い 利 用 形態 が 実施 さ れ て い る 。
こ の 様 な 状 況 の 中 で 、

「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ートの 利 用性 追 及研 究委 員 会」 の 設 立 が 提 案 され 、 JCI 研 究委 員
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会 お よ び JCI 理 事会 に よ り 承 認 さ れ た 。

　本研 究委 員会 の 目的 は 、 PC 構 造 に 関 す る 研 究 現 況 の 把 握 と 問 題 点 の 抽出 、実 構造物 へ の P

C 技術 応 用 の 現 況 と設 計 に 於 け る 問題点 の 抽 出 な ど を 通 し て 、土 木
・
建築 の 両分 野 に お け る P

C の よ b 広 い 範 囲 に わ た っ て の 利 用 性を追 求 す る ； と に あ る e 従 っ て 、新た な特 定 の 研 究 デ ー

マ に 関 して 研究 を 実施 す る の で は な く、 研 究 ・技 術現 状を 的確 に 把握 し そ こ か ら PC 構造 の 研

究 ・技衛に 関す る 将来展 望 と問題 点を明 ら か に す る とい っ た 作 業 を行 な っ た 。 本 委員 会 の 活動

の 成 果 は 、 委貴会中間報告 の JCI 誌掲載 、
PC の 技 術現 況 に 関 す る 委員会 報告 書 お よ び本委

員会 が 実 施 す る シ ン ポ ジ コ ．一ム を 通 して 土 木 ・ 建 築 両 分 野 の 研 究 者 お よ び 技 術 者 に 広 く公 表 し、

実際 の 構造 設計 お よ び研究 推 進 に 役立 て て 頂 く と と もに 、 諸 外国 に も成 果 を ア ナ ウ ン ス し 日 本

の 研 究現況 を国際的 に 流 布す る こ とを考 え て い る 。 また 、
1993 年に は FIP シ ン ポジ ュ

ーム が

は じ め て 日本 （京 都国 際 会議 場 を予定） で 開 催 さ れ る こ と に な っ て お り 、 本 委員 会 の 成 果 が 反

映さ れ る で あ ろ うと期待 して お り ます 。

　 3 ． 委員 会 溏動概 要

　 3 ．1 　 委員 の 構成

　 本 委 員 会 は 、最 初 に 記 し た 23 名 の 委 員 よ り 構 成 さ れ て い る 。 委員 の 稱成 は 、土 木 お よ び 建

築 の 両分 野 でPC に 携 わ る 技 鬻者 お よ び 研 究 者 を 巾広 く綱羅 す る と い う主旨 で 、委 員長 、耐委

員長 お よ び 2 名 の 幹事 に よ っ て 行 な わ れ JCI 研究 委員会 の 承 認 を 得 た 。 ま た 、 委 員数 は 委員

会発足 当初 16 名 で あ っ た が 、 委員 会活動が進 む に 従 っ て 必要 に 応 じて 委員 の 追 加 が 行 な われ 、

最終的 に は 最初 に 記 載 の 委員 構成 と な っ た 。

　 3 ．2 　 コ ン パ ク ト SOA の 作戒

　本委 員会設 立 の 主 旨が PC の 広範 な 利 用 を 搓 進 す る こ と で あ り、極 め て 扱 う べ き研究 テ
ー

マ

の 範 囲が広 い 。 従 っ て 、こ れ らを分 類 ・整理 す る こ と か ら作 業 を は じめ た 。 委 員 会 に お け る 議

論 の 結 果 、当初 は 研究現 況 の コ ン パ ク ト版 （コ ン パ ク ト SOA と呼 ぶ ） を作成す る こ と を 圏的

と し た 分類を 行 な い
、 　「ア ン ボ ン ドプ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー ト」 、 　「連続繊維 緊張材 を 使用

した PC 」 、 「パ ー
シ ャ リープ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ

ー
ト」 、 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー ト

の 粥震 設計 」、　「ブ レ ス ト レ ス トコ ン ク リ
ー

ト構造 物 の プ レ キ ャ ス ト 化 」 、　「プ レ ス ト レ ス ト

コ ン ク リー トの 構造的 な可 能性 」 と い っ た テ ー
マ に 分 類 し過 去 の 研 究 に つ い て の レ ビ ュ

ーを行

な っ た 。 各 テ ー
マ に 対 し て 担 当者 を 決 定 し作 成 し た コ ン パ ク ト SOA レ ポ ートは 、コ ン ク リ ー

ト工 学 Vel ．28，翼o ．8，　 Aug ． 1990 に 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー トの 広範 な 利馬 に 向 け て

一
中 間頼 告

一
」 と し て 掲 載 さ れ 。 こ れ は 、 現 在 の 研 究現 況 を 簡 単 に 取 り纏 め た もの で あ る 。 以下

に 各 テ ーマ ご と の 概要 を紹 介す る。

　 「ア ン ボ ン ドプ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト」　（担 当 ： 小林 、 黒 田 ）で は 、 現在 巾広 く用 い

られ て い る ア ン ボ ン ド鋼材 の 開発 お よび 各種基 ・規準 で の 取 り 扱 い が 歴 史的 に 紹 介 され て い る 。

また、ア ン ボ ン ドPC 鋼 材 の 各 種防 錆構 造 と そ の 耐 久性、部 材 に 用 い た 場合 の 部材 の 静 的 お よ

び 動 的力学 特性 に 及 ぼ す影 響 、鋼 材 の 配 置 法 と し て の イ ン ナ ーケ ーブ ル 法 と ア ウ ト ケ ーブ ル 法

の 紹 介さ ら に 実際 の 構造物 へ の 適用法な ど が 述べ ら れ て い る 。

　 「連 続繊 維 緊張 材 を 使 用 し た PC 」　（担 当 ・： 加 藤 、 箕 作）
．
で は 、 連続 繊維補 強材 （以 下 FR
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P と略 記） の 種 類 （ガ ラ ス 、 炭 素 お よ び ア ラ ミ ドな ど ）と構造 、 FRP の 弾性 係数 、引 っ 張 り

強度 お よ び レ ラ ク セ
ー

シ ョ ン な ど の 力学 的特性 、 FRP を 用 い た 部材 の 力学 的 特性 、 FRP の

実構造物 へ の 利用状況 が 述 べ ら れ て い る 。

　 「バ ー
シ ャ リ

ー
ブ レ ス ト レ ス トコ ン ク リ ー ト」　（担 当 ： 大 野 、森 山 、 八 巻 ） で は 、パ ーシ

ャ リープ レ ス トレ ス ト ゴ ン ク リー ト （以 下 PPC と 略記） の 理 念 と特長 、
PPC 設 計 に 関す る

基 ・ 規準 類 と そ の 土 木
・
建 築分 野 の 実構造物 へ の 適 用 例 、 PPC の 設計 上 の 問 題 点 で あ る 、1 ）

た わ み お よ び ひ び 割 れ 幅予 測 法 、 2 ） 鋼 材腐食 お よ び 鋼材疲 労 な ど の 耐 久性 、 3 ） プ レ ス ト レ

ス 程 度 の 定義 と最適価 、な ど が 述 べ られ て い る 。

　 「プ レ ス ト レ ス F コ ン ク リ ー トの 耐 震 設計 」　（担 当 ： 渡 辺 、 日 紫喜 ） で は 、 耐 震 設計上 問

題 と な る PC 部 材 の 履 歴 復元力特性 （エ ネ ル ギ ー消 費能力 ） の 概 略 と代 表的 な 履 歴復 元 力特 性

モ デ ル 、 PC 部 材 の じん 性 評価 、 耐 震設 計 法 の 現 状 お よ び 今後 の 課題 な どが 述 べ ら れ て い る 。

　 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート 構造 物 の プ レ キ ャ ス ト 化 」　（担 当 ： 林 ） で は 、建 築 構 造 物

に 焦 点 をあ て て 、 実際 の 構 造物 に お け る プ レ キ ャ ス ト化 の 現 状紹 介 を 行 な っ て い る 。

　 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー トの 構 造 的 な 可 能性 」　（担 当 ： 松原 ） で は 、 PC 構 造 の 構 造

的 な 長所を 生 か し た利 用 性 に つ い て 述べ て い る 。 特 に 、 大 空 間建築 、 人 工 地 盤 、 海 洋 構造 、地

下空 間 、原子 力施 設、超 高 層 タ ワ
ー

、 プ レ キ ャ ス ト PC の 各 項 目 に わ けて 、そ れ ら構 造 に 於 け

る PC の 有効 性 を述 べ て お り 、 将 来 の PC 構造 の 幅 広 い 可 能性 を 示 し て い る 。

　ま た 、 ま と め で は 「ブ レ ス トレ ス ト コ ン ク リ ー トの よ り広 い 利 用 に 向 け て 」　（担 当 ： 六 車 、

深 井 ） と 崩 して 、
PC に 関 す る学校教育 の 現状 と構造 設計 者 の か か わ り 方、各種 基 ・規準 類 の

複雑 さ、不静 定応 力 の 計 算 な ど 設 計 計算 の 煩 雑 さ、RC構造 で
一

般 的 な 一
貫設計 プ ロ グ ラ ム が な

い こ と な ど 、PC 構造 の 普 及 を 促 進 す る 上 で の 構造 設 計 に か か わ る 諸 問題 に っ い て 問題点 の 分

析と 提 案を行な っ て い る 。 こ れ らの 詳細 に っ い て は 、
コ ン ク リート工 学Vo1 ．28，　 No．8，　 Aug ．

1990 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ートの 広 範 な利 用 に 向 けて
一
中間穀 告

一
」 を参 照 頂 き た い

。

　ま た 、 こ の コ ン パ ク ト SOA は 、 英文 に 翻訳 さ れ 諸外 国 に PC の 現状 と し て ア ナ ウ ン ス す る

予定で 、 現在 翻訳 され た 全 文 の 最 終校 正 を 行 な っ て い る段 階 で あ る 。

　 3 ．3　 委員会穀告書作成

　 コ ン パ ク ト SOA 完 成後 、 さ ら に 詳 細 に 研 究 現 況 を把握 し 、 PC の 設計 お よ び 研 究 に 於 け る

問題点 を 抽 出す る た め の 作 業 と PC に か か わ る諸問題 点の 分類 ・整理 が 全体委 員 会 で 行 な わ れ

た 。 そ の 結果 、 委員会 活動 を よ り効 率化 し 短 期間 で 成 果を 出す た め に 、研 究項 目を大 き く 3 っ

に 分類 し 以下 に 示 す よ う な 3 っ の WG を 設 け た 。 各 々 の WG は 独 自 に 活 動 し、そ の 結 果 を 全 体

委員会 に 報 告 す る 方針 と し た 。 WG の 活 動 の 成 果 は 、各 WG の 研究 項 目毎 に 詳 細 な SOA レ ポ

ー
ト （フ ル SOA と呼 ぶ ） に 纒 め ら れ 、全 体委 員 会 で 取 り纒 あ を行 な っ た 後 、 あ と で 紹 介 す る

本委員 会 の 行 な う シ ン ポ ジ ュ
ー

ム で 「プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ
ー

ト の 利 用性 追 及 研究 委員
一
委

員会報告書」 と して 公 表 、 出 版 され る 予定 で あ る e

WG1 ： ブ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ート工 法 の 有 効 利 用 研 究 　 　 　 幹事 ！ 深 井

WG2 ： ブ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー トの 限界 状態 研究 　 　 　 　 　幹事 ： 日 紫喜

WG3 ： 高性能材料使用 に よ る ブ レ ス トレ ス トコ ン ク リー
トの 高 性 能 化研 究
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幹事 ： 加 藤、筆作

　 こ れ らの WG は 若手 の 委員 を幹 事 とし委員を 構成 し た 。 各 WG は 、 研 究 テ
ー

マ 分 野 に 基 づ い

て 研 究現 況 お よ び 問題点 の 抽 出 を お こ な い 、 フ ル SOA の 全体構成 原案 を以 下 の よ うに 作成 し 、

取り 纒め作業 を 行 な う こ と と し た 。 ただ し、現 在 下記 の 原 案 に 従 っ て 各 担当者が 執 筆中 な の で 、

最終 的 な 構成 が 若干 こ と な っ た も の に な る か も知 れ な い が 御 容赦 願 い た い 。

1． プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ
ー ト工 法 の 有 効利 用

　 　 1．1　は じ め に

　　1．2　プ レ ス トレ ス 導入 理 念 の 拡大 と 応用

　 　 1．3　 ブ レ キ ャ ス ト構 造 へ の 利用

　　1．4　ア ン ボ ン ド ・ア ウ トケ ーブ ル の 利 用

　　1．5　斜張橋 、 吊 り構造 へ の 利用

　　1．6　メ ガ ス ト ラ ク チ ャ
ー

（ス ーパ ース トラ ク チ ャ
ー

） 、 高層建 物 へ の 利用

　 　 1．T　 PC の 適 用 が 考 え ら れ る 構 造 物 （現 在 と 未 来 ）

2． ブ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー トの 限 界状態

　 　2．1 　は じ め に

　 　2 ．2　 ブ レ ス ト レ ス トコ ン ク リートの 使用限 界状態

　 　 　 　2 ，2．1　 た わ み

　 　 　 　2 ．2．2　 ひ び わ れ

　 　 　 　2 ．2．3　耐 久 性

　 　 　 　2 ，2．4 　そ の 他

　 　2．3　 ブ レ ス ト レ ス トコ ン ク リ
ー

トの 終 局限 界状態

　 　 　 2．3．1　曲 げ お よ び軸方 向力

　 　 　 　2 ，3，2　 せ ん 断

　 　 　 　2 ．3．3 　変 形 性 能

　　　　2、3．4 疲労

　　2．4　プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー トの 耐 震設計

　 　 　 2，4．1　耐 震 設計 の 現状

　　　　2 ．4．2 最 近 の 耐震検討

　 　 　 　2 ，4．3　部 材 設 計 の 謙 題

3 ． 高性能材料使用 に よ る プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リー トの 高 性 能化

　 　3．1 　コ ン ク リ
ー

ト ：

　 　 　 3．Ll 　高 強度 コ ン ク リ ート

　 　 　 　 　　1） コ ン ク リ
ー

トの 高強度 化手 法

　 　 　 　 　　2）海 外 に お け る 研 究 開 発 の 現 状

　　　　　　3）国内 に 於 け る 研 究開発 g1）現 状

　　　　　　4）高 強 度 コ ン ク リ ートの PC へ の 適用

　　　 3．．1．2 高耐久 性 コ ン ク リー
ト
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　　　　 1）最 近 の 高耐久性 コ ン ク リー ト技 術

　　 　　 2）高耐久 性 コ ン ク リー トの 利 用

　　3．L3 　施工 性 向 上 に 係 わ る コ ン ク リート技術

　　 　　 1）高流 動 化 コ ン ク リー ト

　　 　　 2）超 早強 コ ン ク リ
ート技 術

3．2　 シ
ー

ス 、グ ラ ウ ト ：

　　 3．2 ．1　ま え が き

　 　 3．2．2 　 シース

　　 　　 1） シ
ース ・一

般

　　　　 2）特 殊 シ
ース の 特 長 と 適 用

　　 3．2．3 　グ ラ ウ ト

　　 　　 1）グ ラ ウ ト
ー

般

　　　　 2）特 殊 グ ラ ウ ト材 の 特 長 と適用

　　 3．2．4 将来へ の 展望

3．3　 PC 緊張 材 ：

　　 3．3．l　 FRP 緊張 材

　　3．3．2　高 強度 PC 鋼材

　　3 ．3 ．3　樹 脂 塗 装 PC 鋼 材

　　 3 ．3 ．4　 ア ン ポ ン ド PC 鋼材

　　 3 ．3 ．5 　 シ ース 付 き PC 鋼材

　 3 ．4 　 シ ン ポ ジ ュ
ー

ム の 実施

　先 に 述 べ た よ う に 、 本 研究 委員 会 で は 3 つ の WG を 設 置 し各 々 が 扱 う 分野 ご と に フ ル SOA

を と り ま と め て い る が 、そ れ に 付 随 して 各 WG 毎 の テ
ー

マ に 関連 さ せ た トピ ッ ク ス で シ ン ポ ジ

＝一ム を計 画 し た 。 シ ン ポ ジ ュ
ーム の 題 目 は 「プ レ ス ト レ ス 原 理 ・技術 の 有 効利 用」 とし、

以 下 の 4 ト ピ ッ クス に 関 し て 諭文 募 集を 行な っ た 。

a ）プ レ ス ト レ ス 技術 の 有効 利用 （WG1 担 当） ： ブ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ
ー

ト お よ びブ レ ス

　 ト レ ス 技 術 の 新 し い 使 用 法 、 例 え ば 、 ひ び 割 れ 、 た わ み 制 卸 へ の 利 用 、複合 ・混 合 構 造

　物へ の 利 用 、ブ レ キ ャ ス ト構造 へ の 利用 、 構遣 物の 補修 ・補 強 へ の 利 用 、 斜 張 橘
・
約 り

　構造 な ど へ の 適 用 、ス
ーパ ー

ス ト ラ ク チ ュ ア
ーな ど の 巨大 構造 物 へ の 利 用 な ど 。

b）プ レ ス ト レ ス 利用 構造 物 の 限界状 態 （WG2 担 当） ： プ レ ス ト レ ス ト コ ン ク リ ー ト 又 は プ

　 レ ス トレ ス を 利 用 した 構造 物 の 使 用 限界状 態 設 計法 、 終局 限 界状 態設 計 法 お よ び こ れ ら

　 設計法 に 対 応 し た 部材 設計 法 、 使 用 限界 状 態 お よ び 終局限界 状態 で の 部材お よ び 構造 物

　 の 挙 動 な ど。

c ）プ レ ス ト レ ス トコ ン ク リ
ー トお よ び ブ レ ス ト レ ス 技術 を 利 用 し た 構 造物 へ の 新材 料 の 利用

　 （WG 　3 担 当 ）　： 高 性能材 料 の 利用 に よ る 部 材 ま た は 構造物 の 高 性能 化 （力学 的 特性 、
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耐久性 な ど ） 。

d）そ の 他

投稿 さ れ た ア ブ ス トラ ク ト よ り 29 編 を 採択 し 論 文執筆 を 依頼 し た 。 こ れ ら の ア ブ ス トラ ク

トを セ ッ シ ョ ン A ： 大 規模 構 造物 へ の 利 用 （6 編 ） 、
セ ッ シ ョ ン B ； 合 成

。混 合 （6 編 ） 、

セ ッ シ ョ ン C ： ア ン ボ ン ド ・ア ウ トケ
ー

ブ ル （7 編） 、
セ ッ シ ョ ン D ： 限 界 状 態 （6 編 ） 、

セ ッ シ ョ ン E ： 新 素 材 （4 編 ） に 分 類 し プ ロ グ ラ ム 作 成 を 行 な っ た 。 こ れ ら 論文 は 、現在 P

C 技術が 直面 し て い る 諸 問 題 お よ び 新 し い PC 新 技術 に 関 す る も の で 、 PC の 研 究 者 お よ び 技

術者 に と っ て 極 め て 有意 義 な シ ン ポ ジ ュ
ー

ム に な る もの と 考 え て い る 。 シ ン ポ ジ ュ
ー

ム の 詳 細

は 下 に 示す 通 り で あ る の で 、会 員各位 は ふ る っ て 参加 さ れ ま す よ うに お 願 い い た し ま す 。

JCI シ ン ポ ジ ュ
ー・

ム ： プ レ ス ト レ ス の 原 理 ・技 術 の 有 効 利 用

　　日 時 ： 平成 3 年 7 月 30 日 （火 ）

　 場 所 ： 日 本 都 市 セ ン ター第 二 講 堂 （東 京 都 千 代 田 区平 河 町 2−4−1）

　 4 ．　 あ と が き

　本 プ レ ス ト レ ス トコ ン ク リー トの 利 用 性追 及 研 究 委員会 は 、現 在 の PC 技 術 の 最先 端研 究 ・

技術 情報 を と り ま と め 、 PC 構造 の 普及 と さ ら な る 発 展を 目指 し設 置 され た 。 こ の 目的 の ため

に 、土 木 ・建 築 両 分 野 か ら 協 力 頂 い た 各 委員 に は 、 大 変 な 作 業 が 課 さ れ 御迷 惑 を お か け し た と

思 い ま す 。 し か し、PC の 発 展 を 願 う技 術者 ・研究者 の 熱 意 が 、 JCI と い う 土 木 ・
建築 両分

野 を 含 む 組 畿 の な か で
一

つ に 集約 さ れ た こ と の 意 義 は 極 め て 大 き く今 後 の PC 技 術発展 に 対す

る基 盤 が か た ち ず くられ た と理解 して 御 了解 頂 きた い と思 い ま す 。

　今後 は 、 本委員 会 の 成 果 を あ し が か り と し 、 土 木
。
建築 両 分野 の 協 力 の もとで 基礎 的 ・開発

的研 究 を推進 し 、
PC 技術 の 普 及 を させ て い く必要性 を痛感 い た して お り ま す 。 そ の た め に も 、

PC 構 造 に 携 わ る 研究 者 ・技 術者 の さ ら な る 努力 を 期待す る もの で あ り 、 本 委員 会 の 成 果 が少

しで もお 役 に 立 て ば 、本 委員 会 お よ び 委 員 の 目 的 は 達 せ ら れ た も の と 考 え て い ま す 。

　最 後 に な りま し た が 、本委 員会 の 運 営 に あ た っ て は 、JCI 事務 局 各位 お よ び 同事 務 局 研 究

委員 会担 当 の 磯崎 ひ ろ 子 氏 の 御尽 力 が 不 可 欠 で あ っ た こ と を 申 し 述 べ 委員会 委員
一

同 の 感 謝と

かえ させ て い た だ きま す 。
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